
 

 

 

 

 

２０２１年度（令和３年度） 

 

事   業   報   告   書  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会福祉法人 星谷会 

 

 



 - 1 - 

社会福祉法人星谷会 ２０２１年度事業報告 

 

＝  目      次  ＝ 

 

 

 

           社会福祉法人星谷会 事業報告                      ２ 

 

          星谷学園・星谷デイさくら 事業報告         １０ 

             

      計画相談支援事業所ほしや 事業報告         １４ 

 

      あまいろ 事業報告                １５ 

  

地域活動支援センター結夢 事業報告         １７ 

 

結夢＋ 事業報告                 ２０  

 

ＳＥＬＰビナ 事業報告              ２２ 

      

海老名市障害者第一デイサービスセンター 事業報告 ２７      

 

            海老名市障害者第二デイサービスセンター 事業報告 ３１ 

 

            海老名市障害者支援センターあきば 事業報告    ３４ 

 
グループホーム事業報告               ３８ 

      （みずき・しおん・とんぼ・かぶとむし・はなきりん・てんとうむし・ほたる）  

 

    

  

        
             

        

            

 

 

 



 - 2 - 

２０２１年度 社会福祉法人星谷会事業報告 

 

１．２０２１年度の概要 

・2022年 1月に星谷学園でクラスターが発生し、利用者・職員でも新型コロナウィルス

感染するなど、新型コロナウィルス感染症予防等の対応に追われた一年であった。2021

年度においても、利用者が毎年楽しみにしている旅行などの行事を中止にせざるを得な

かった。職員交流会や実践報告会、地域交流事業などについても中止とした。 

・2021年度は、理事・監事及び評議員の改選が行われ、現在 2名の業務執行理事を 3名

に増員し、新たな法人役員体制のもと、現場と密着した運営体制を構築するとともに、

法人の各事業を実施した。 

・2021年度、利用者への不適切な支援が法人内で発生した。星谷会全職員が守るべき事

項として「職員行動指針の作成及び、就業規則にあおぞらプランの遵守を取り入れる」

など再発防止への取り組みを実施した。基本的な利用者の権利擁護の取り組みとして

「障がい者虐待防止の推進や身体拘束等」については法人の重点目標とし、強化が求め

られる。 

 

２．法人重点事業の取組み状況 

（1）報酬改定への対応と経営基盤の安定 

・2021年度の法人の収支状況は、会計区分において新型コロナウィルスの影響を受けた

事業があったが、ほぼ現状維持の結果となった。毎年伸びが大きい人件費をカバーする

ための収支は、厳しい状況が続いた。 

（2）第三期中期計画（do star plan）の策定 

・中期計画に関し、職員に今後の必要な事業についての調査を実施した。全般的には新型

コロナウィルス対策に追われ、効果的な計画の推進には至らなかった。 

（3）感染防止に向けた取り組み 

・2022年 1月 21日、学園で新型コロナウィルス感染が発生した。その後利用者・職員

が新型コロナウィルス感染。県クラスター対策班等からの支援を受けゾーニング等を実

施し 2月 7日療養解除に至った。 

・感染症対策に関する周知文を第 12報～第 23報を職員・利用者・家族向けに発出し

た。また、利用者・職員に関し、第一回・第二回の新型コロナウィルスワクチン接種を

実施した。 

（4）利用者主体の支援の強化（身体拘束、虐待防止・意思決定支援の取り組み） 

・2021年度、利用者への不適切な支援が法人内で発生した。星谷会全職員が守るべき事

項として「職員行動指針の作成及び、就業規則にあおぞらプランの遵守を取り入れる」

など再発防止への取り組みを実施した。基本的な利用者の権利擁護の取り組みとして

「障がい者虐待防止の推進や身体拘束等」については法人の重点目標とし、強化が求め

られる。 

(5) 地域生活拠点事業の推進  

 ・地域生活拠点事業の推進について、海老名市障がい福祉課・星谷会・市内委託相談支

援事業所と月一回地域生活拠点事業へ緊急受け入れについて協議した。 



 - 3 - 

(6) NPO法人ステップとの事業合併に向けた取り組み 

    NPO法人ステップと星谷会の事業合併に向け法人内に準備室を設置し、円滑な事業

合併に向けて取り組みを実施。合併時期を 2023年 4月 1日に変更した。 

３．2021年度の主な事業内容 

【事業所の運営】 

（1）星谷学園、星谷デイさくら、ＳＥＬＰビナ、あまいろの運営 

（2）グループホームみずき及びはなきりんの運営（７住居） 

（3）計画相談支援事業所ほしやの運営 

（4）地域生活支援センターここ・すきに廃止 

【指定管理制度による事業】 

（1）海老名市障害者第一・第二デイサービスセンターの運営 

（2）海老名市障害者支援センターあきばの運営 

【委託による事業】 

（1）地域活動支援センター事業及び相談支援事業の実施（結夢の運営） 

（2）結夢＋の運営 

（3）海老名市自立支援協議会の運営（事務局） 

【法人運営・財務】 

(1) 理事・監事及び理事長の選任 

(2) 評議員選任・解任委員及び評議員の選任 

(3) 苦情解決第三者委員の選任 

(4) 運営協議会委員の選任 

(5) 学園建設積み立て 第一デイ・あきば人件費の積立 

【職員処遇】 

(1) 福祉・介護職員処遇改善・特定処遇改善並びに処遇改善臨時特例交付金の実施 

(2) 健康診断等の実施（ストレスチェックは未実施） 

【規程の改定など】 

（1）定款変更 業務執行理事の員数、運営協議会委員の員数の変更他 

（2）役員等報酬の支給変更 報酬の支給を口座振込に変更   

（3）星谷学園利用者預り金取扱い規程の改定 現金の保管金額の変更  

（4）就業規則・嘱託職員就業規則・パート就業規則の改定 あおぞらプランの遵守等 

（5）育児・介護休業規程の改定 育児・介護休業法の改定に伴う 

（6）職員の初任給、昇給、昇格に関する規則の改定 職務等級表他の改定 

（7）虐待防止対応規程 文言追記及び修正 

（8）給与規程細則 処遇改善臨時特例交付金の追記 

  【施設・設備整備など】 

（1）星谷学園 園長室内装工事、汚水ポンプ交換工事、防災設備改修 他 

（2）ホーム   ガス給湯器交換 他 

【その他の事業】 

(1) 地域貢献事業：お米一合運動を実施。神奈川フードバンク及び海老名市と連携を

とる。12月に「キラ星コレクション」海老名市役所ロビーにて開催。 
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（2）地域生活サポート事業                                                   

   ①地域防災拠点事業  防災備品の整備等    

②地域交流等支援事業 かっぱ堂（農福連携野菜の無人販売棚、啓発物品製作費） 

  （3）製品販売やショップを通じた交流事業 

   ①イベント開催：新型コロナウィルス感染症予防のため未実施  

②実習生・ボランティア受け入れ 

（4）地域障がい者団体等との交流及び連携事業 
・新型コロナウィルス感染症予防のため未実施 
 

４．利用契約及び職員配置状況 

事業所名 本部 
星谷 

さくら 
ビナ あまいろ 第一デイ 第二デイ あきば ホーム 

結夢 

結夢＋ 
合計 

契約(登録)者数  64 37 15 39 38 69 46 583 延 853 

職員合計 3 52 11 9 14 12 28 46 9 184 

内訳 
常勤 2 29 7 4 9 6  14 5 7 83  

非常勤 1 23 4 5 5 6 14 41 2 101 

    採用職員：常勤 8 非常勤 24    退職職員：常勤 12 非常勤 14   

 

５．２０２１年度神奈川県法定研修受講状況 

（1）神奈川県サービス管理責任者等研修 

研修名 受講者 備考 

県サービス管理責任者等更修実践 星義美（星谷学園：シーガル）小原健一(あまいろ：県社協)  

県サービス管理責任者等更新研修 白石雄希（障害者支援センターあきば）・長峰浄子（星谷デ

イさくら）・徳田浩二（ホームみずき）・唐戸仁（星谷学園） 

由元勝美（障害者支援センターあきば） 

KCN 

 

（2）神奈川県強度行動障害支援者養成研修 

研修名 受講者 備考 

県強度行動障害支援者養成

研修（基礎） 

島野駿（星谷学園） 清和会 

県強度行動障害支援者養成

研修（実践） 

星義美（星谷学園） 藤沢育成会 

 

（3）行動援護従事者養成研修 

研修名 受講者 備考 

行動援護従事者養成研修 粕田大五郎（星谷学園） 
 

 

（4）神奈川県相談支援従事者研修 

研修名 受講者 備考 

県相談支援従事者現任研修 武井紀人（地域活動支援センター結夢）・藤田道広（計画相談

ほしや） 

KCN 

県相談支援専門員初任者 

研修 

渡邉暁隆（計画相談ほしや）後藤有希（結夢+） 

大森美紗季（星谷学園） 

KCN 

 

（5）神奈川県サビ児管研修及び相談支援従事者等研修ファシリテーター 

  ファシリテーター 

三澤貴広（学園）白井周一郎（ビナ）白石雄希（あきば）亀田明芳（GH)谷岡裕子（結夢）河原雄一（学園）

長峰浄子（デイさくら） 
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６．法人委員会の活動状況 

(1) 研修委員会   

階層別研修 

研修名 対象者 テーマ・内  容 講師 実施時期 会場 

初任者 

研修 

勤務 4 年 

未満 

参加者数 

23 名 

「自閉症スペクトラムについて」 

～良き支援者であるために～ 

自閉症スペクトラムを理解しよう！ 

自閉症支援、自閉症の特性、構造化等に 

ついて講義にて理解を図り、実際の支援 

に生かしていく。 

赤塚久美子

氏 

（あまいろ

管理者） 

10 月 22 日

（金） 

18：00～ 

19：30 

 

海老名市 

文化会館 

３５１ 

中堅職員研

修 

4 年以上 

参加者数 

18 名 

 

「精神障害について」 

当事者の話を伺う、又支援者側からの質

疑応答の時間を設け、精神障がいへの理

解を図り支援に生かしていく。 

尾山篤史氏 

（たなから

ぼたもち） 

10 月 29 日

（月） 

18：00～19:30 

 

海老名市

文化会館 

351 

主任職員 

研修 

2020 年 

新主任職 

参加者 

15 名 

「主任として実行したことを振り返

る」2 回目 

事前課題等をもとにしたグループワ

ークを実施してコーチングや主任に

必要なスキル等の理解を図る。 

河原雄一氏 

（総合施設

長） 

5 月 31 日（月） 

18:00～19:30 

わかば会

館結夢フ

リースペ

ース 

2021 年

新主任職 

参加者 

6 名 

「星谷会が主任に期待すること 

～主任の業務・職員のマネージメン

トについて～」1 回目 

講義と演習によりコーチングについてと

法人の主任についての理解を図る。 

河原雄一氏 

（星谷会理

事長） 

11 月 17 日 

（水） 

18:00～19:45 

わかば会

館結夢フ

リースペ

ース 

内容別研修（課題別研修） 

研修名 対象者 テーマ・内  容 講 師 実施時期 会場 

内容別
研修 

全職員 

参加者数 

65 名 

                        

「虐待・権利擁護研修」 

講義、動画鑑賞、演習により虐待の

定義、虐待の現状、虐待の防止の取

り組み、あおぞらプラン、星谷会行

動指針等を理解する。 

 

長峰浄子 氏 

（星谷学園課長） 

白井周一郎氏 

（SELPビナ管理者） 

12 月 10 日

（金） 

17:30～19：00 

 

Web 講

義 

全職員 

参加者数 

41 名 

   

「意思決定支援について」 

意思決定支援についての講義 

により理解を図り、各事業所の取り

組みのきっかけとしたい。 

河原雄一 氏 

（星谷会理事長） 

7 月 30 日

（金） 

17:30～19：00 

 

Web 講

義 

その他の研修 

   ・安全運転講習（ワゴン車）：高齢者及び初任者を対象に運転の適性・技能を確認する。            

・新採用職員研修：2021 年 4月採用職員の採用前研修 

   
（2）人権擁護委員会 

   今年度、法人の就業規則や職員行動指針に「あおぞらプランⅢ」が盛り込まれること

になり、委員会でも、各事業所の職員会議で定期的に読み合せをするように啓発に努め

た。 

   支援員の利用者に対する人権意識の確認や向上に繋がるよう、各事業所の支援状況
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を確認するためのチェック表を作成している。 

   年末に法人人権チェック表によるアンケートを行い、集計結果を各事業所の委員よ

り、職員会議等で報告している。 

 利用者の人権擁護と虐待防止に関する研修を虐待防止委員会と共催で行っている。 

 

(3) 採用チーム 

   今年度もコロナの影響を強く受けた年となり、思うように採用活動が出来ませんでし

た。そんな中でも、ＷＥＢ説明会や採用手順のスリム化を図り、コロナ禍での採用活

動を進めました。 

今年初の試みとして『ＷＥＢ内定式』を１０月と１２月の２回開催しました。法人内 

事業所の特色を活かした記念品をチームメンバーが心を込めて内定証書と一緒にラ 

ッピングして、内定者宅へ内定式当日前までに郵送し、内定式内でそのギフトを開封 

してもらいました。その記念品を通して内定者との会話を弾ませることが出来まし 

た。 

委員一同力を合わせて求人媒体の内容を充実させ、説明会参加学生へ手厚く対応

が出来たことが多くの採用に繋がったと思います。 

 

（4）定着支援チーム 

   新採用職員 10名を対象に定着率を高めるための取り組みとして、以下の内容で研修 

  及び振り返りを行った。 

その他、「みんなでスポーツ＆リフレッシュ」や「１年間お疲れ様でした！新人研修の卒 

業式」等の内容も予定したが、コロナ感染予防対策として残念ながら実施を見送った。 

実施日 内容 意図 

5/26(水）5 名 星谷会のスタートを同期の仲

間と振り返る 

・同期の仲間作り 

・悩み・戸惑いなどを聞く 

6/9（水）5 名 星谷会のスタートを同期の仲

間と振り返る 

・同期の仲間作り 

・悩み・戸惑いなどを聞く 

6/23（水） 

 

ビジネスマナー入門 

 

・電話マナーや接客スキルの習得 

・悩み・戸惑いなどを聞く 

７/21(水） 「支援の基本を学んでスキル

アップ！」 

・支援技術の習得 

11/24(水) 「河原理事長とお話しよ

う！」 

・理事長との交流 

・担当ケースの紹介  

 

（5）リスク管理委員会  

今年度も新型コロナウイルス感染拡大状況等を考慮し、委員会開催は 6月、8月、10

月、11月、12月の 5回であった。 

事故報告件数  ：391 件（前年度比＋146 件）  

ヒヤリハット件数：345 件 (前年度比＋14 件)            ( )内は前年度数 

内容 事故件数 ヒヤリ件数 内容 事故件数 ヒヤリ件数 

転倒・怪我 116(83) 63(89) 所在不明 7(5) 15(16) 

服薬 36(19) 32(30) 金銭 2(2) 3(2) 
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器物破損 29(24) 7(12) 誤食・異食 25(2) 17(17) 

車両 12(15) 2（3） 紛失 5(5) 30(21) 

他傷 121(55) 94(24) 衛生・環境 4(2) 9(17) 

確認・連絡 15(13) 35(47) 誤嚥 0(0) 5(3) 

不適切対応 0(1) 2(7) その他 14(15) 29(34) 

個人情報  5(4) 2(9) 計 391(245) 345(331) 

※県・市への報告事故：0 件   ※労災事故 4 件 

事故報告レベル 

レベル１ レベル２ レベル３ レベル４ レベル５ 

319（145） 56（76） 11（18） 5（5） 0（1） 

 

（6）防災委員会 

法人防災委員会を５回開催。防災訓練実施計画書、報告書の見直し行ない法人共通

様式を整備。 

10 月 4 日法人合同防災訓練を実施、法人本部への情報集約。コロナ感染拡大を考慮

し規模縮小し広域避難場所への避難はせず。 

 

（7）広報委員会 

    法人広報誌「カシオペア 28号」を発行した。また、法人ホームページの更新等、管

理運用をした。 

 

（8）海老名市要望書 

   2021年 7月に法人から海老名市長あて次の５点について要望書を提出。12月に 

要望事項について継続協議をする回答を得た。 

１．新型コロナウィルス感染症対策について（新規要望） 

２．少子高齢化に向けた人材確保・育成について（継続要望） 

３．海老名市における相談支援体制について 

４．指定管理事業における事業運営について（継続要望） 

５．海老名市における地域生活支援等拠点事業の推進について（継続要望） 

６．地域ニーズの把握について（継続要望） 
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６．理事会・評議員会等開催状況 

理事会 

回 実施日 議         案 

第 142 回 
理事会 

 

5 月 27 日 
 

議題  第 1 号議案  2020 年度事業報告について  

第２号議案  2020 年度決算報告及び監事監査報告について 

第３号議案  理事・監事候補者について 

第４号議案  評議員候補者について 

第５号議案  苦情解決第三者委員の選任について 

第６号議案  役員賠償責任保険について 

第７号議案  定款変更について 

第８号議案  評議員選任・解任委員会の開催と次期評議員

選任・解任委員会委員の選任について 

第９号議案  評議員会の開催について 

報告事項  （１）福祉充実残額について 

（２）理事長及び業務執行理事の業務報告について 

（３）2021 年度処遇改善計画について 

その他   （１）次回理事会について  

第 143 回 
理事会 

6 月 18 日 

議題  第１号議案  理事長の選任について  
第２号議案  業務執行理事の選任について 
第３号議案  地域生活支援センターここ・すきについて 

その他    
（１）役員等報酬の支給変更について 
（２）次回理事会について 

第 144 回 
理事会 

10月 26日 

議題  第１号議案  2021 年度第一次補正予算について  
第２号議案  NPO 法人ステップとの基本合意書の締結につ

いて  
第３号議案  定時評議員会の開催について 

報告事項  （１）2021 年度理事長及び執行理事の業務報告について 
（２）新型コロナウイルス感染症予防策について 
（３）その他 
次回理事会について 

第 145 回 
理事会 

12月 24日 

議題  第１号議案  NPO 法人ステップとの基本合意書の変更につ
いて  

第２号議案  規程の改定について 
 
報告事項  （１）連合ユニオン神奈川との交渉について 

（２）その他 
次回理事会について 
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第 146 回 
理事会 

3 月 15 日 

議題  第１号議案  2021 年度第二次補正予算について  
第２号議案  2022 年度事業計画について 
第３号議案  2022 年度当初予算について 
第４号議案  規程改定について 
第５号議案  新型コロナ感染症対策手当支給要綱について 
第６号議案  役員賠償責任保険の契約について 
第７号議案  借入一括返済について(三井住友 BK) 
第８号議案  評議員会の開催について 

 
報告事項  （１）新型コロナウイルス感染症対策について 

（２）連合ユニオン神奈川についての報告 
（３）理事長及び業務執行理事の業務報告について 
（４）NPO 法人ステップ事業譲渡計画の進捗について 

その他   次回理事会について 

評議員会 

回 実施日 議         案 

第 75 回 
評議員会 

 
 

6 月 17 日 

報告事項  報告１ 評議員の交代について 
      報告２ 2020年度事業報告について 
      報告３ 地域生活支援センターここ・すきについて 
      報告４ 役員等報酬の支給変更について 
議案  第１号議案  2020 年度決算報告及び監事監査報告について 

第２号議案  福祉充実残額について 
第３号議案  定款変更について 
第４号議案  理事・監事の選任について 

その他   （１）次回評議員会について 

第 76 回 
評議員会 

11月16日 

報告事項  報告１ NPO 法人ステップとの基本合意書の締結について 
      報告２ 新型コロナウイルス感染症予防策について 

報告３ その他 
議案  第１号議案  2021 年度第一次補正予算について  

第 77 回 
評議員会 

3 月 23 日 

報告事項  報告１ 新型コロナウイルス感染症対策について 
      報告２ 連合ユニオン神奈川についての報告 
報告３ NPO 法人ステップ事業譲渡計画の進捗について 
議案  第１号議案  2021 年度第二次補正予算について  

第２号議案  2022 年度事業計画について 
第３号議案  2022 年度当初予算について 
その他   （１）次回評議員会について 

評議員選任・解任委員会 

回 実施日 議         案 

第 4 回 
評議員選・ 
解任委員会 

6 月 10 日 
議事 第１号議案 次期評議員の選任について 
報告事項 選任・解任委員会の留任について 

 

運営協議会 

回 実施日 議         案 

第 4 回 
運営協議会 

 

 

10月 15日 

議事 （１）運営協議会設置要綱の改定について            
   （２）運営協議会委員の改選について               
   （３）2020 年度業報告及び決算報告               
   （４）2021 年度事業の状況                 
   （５）報告事項  
   （６）その他 意見交換等          
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２０２１年度 星谷学園・星谷デイさくら事業報告 

 

１．重点課題の取組み状況 

（1）新型コロナウイルス感染予防の取り組み 

 ・新型コロナワクチン予防接種の実施や消毒、活動スペースのエリア分け等基本的な感

染対策は継続していたが、2022年 1月に入所部を中心とした新型コロナウイルスの

クラスターが発生した。感染力の強さから利用者 42名、支援員 16 名の感染者が出て

しまったが、ゾーンニング等の感染予防対策を講じ、2月 7日には療養解除となって

いる。集団感染後も基本的な取り組みを継続すると共に事業継続計画の見直しを行っ

ている。 

（2）高齢化に合わせた支援の提供 

 ・入所の平均年齢が 55歳を超えたこともあり、体力面での低下が見られる方、移動が困 

難になった方を対象に、新しい活動班を編成した。活動班では体力に合わせたプログラ 

ムの提供とマッサージなど機能維持の活動を中心に取り組んでいる 

（3）人材育成 

・新型コロナウイルス感染予防のため、ＧＳＶでのケース検討を含め、支援員が集まる研 

修については実施を見合せた。介護技術研修の開催についても退職者が多かったこと 

もあり、思うように開催できなかった。 

（4）利用者の権利擁護等の取り組み 

・身体拘束のあり方についてはフロア会議、全体会議等で情報共有し、家族とも連携 

を取りながら定期的な検証をおこなった。また、研修会であおぞらプランの確認をおこ

なうなど権利擁護の意識が高まるようにした。 

（5）強度行動障害者支援の継続 

 ・支援手順書の見直しを行い状況に合わせた支援が実施できるよう配慮した。また、中井

やまゆり園の施設コンサルテーションを利用し専門性が向上するよう努めた。 

（6）建物設備の対応 

・施設内の故障個所の修繕を随時実施した。 

 

・施設内（入所棟）のバリアフリー化工事を予定していたが、来園制限をしていることも 

あり実施を見合せた。新型コロナの感染状況を見ながら次年度実施予定。 

 

２．施設入所支援の実績 

  (1)入所利用者の状況（２０２1 年度末現在） 

入所 入退所状況 

 男 女 入退所前後の状況 

前年度末利用契約者数 20 人 19 人  

2021 年度新規利用契約者数 0 人 0 人  

2021 年度退所利用者数 1 人 0 人 脳腫瘍にて死去 

2021 年度末契約利用者数 19 人 19 人  

入所 利用状況 

年間延利用者数 14032 人 1 日の平均利用者数 38.4 人 年間利用率 96.1％ 
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入所 年齢構成                      平均年齢 56 歳（最高 80 歳） 

20～29 19 以下 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70 以上 

0 0 0 1 11 17 4 5 

入所 障害等級別状況 

Ａ1 Ａ2 Ｂ1 Ｂ2 身障手帳 

21 12 4 0 11 

入所 障害支援区分               

１ ２ ３ ４ ５ ６ 平均 

0 0 0 0 14 25 5.6 

入所 診断名（延人数） 

自閉症・自閉傾向 ダウン症 知的障がい 精神障がい 身体障がい 

8 4 40 6 11 

(2)短期入所（宿泊）利用状況                 （ ）内は前年度比 

契約利用者数 実利用者数 年間利用延宿泊日数 利用率 

77 人 ４人 322 日（+128 日） 22%（↑） 

 (3)日中一時利用状況                （ ）内は前年度比 

契約利用者数 実利用者数 年間利用延日数 利用率 

34 人 ４人 130 日（－52 日） 8.9%（↓） 

   ＊新型コロナ感染予防のため、短期、日中一時の受け入れ制限を実施。利用は星谷学

園およびデイさくら利用者に限定した。短期入所は緊急的な受け入れを 1 名が継

続利用中 

３．生活介護の実績        

(1)利用者の状況（星谷学園・星谷デイさくら） 

     入退所状況（入所・通所） 

 星谷学園  星谷デイさくら 
備考 

男 女 男 女 

前年度末利用契約者数 29 人 24 人 12 人 3 人  

2021 年度新規利用契約者数 0 人 0 人 0 人 0 人  

2021 年度退所利用者数 2 人 0 人 1 人 0 人 病気で亡くなった為 3 名退所 

2021 年度末契約利用者数 26 人 24 人 11 人 3 人  

    通所利用者 年齢構成                           平均年齢 44 歳 

 19 以下 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70 以上 

学園（12） 0 １ 3 5 3 0 ０ 

さくら（15） 0 2 2 7 2 １ ０ 

通所利用者 障害等級別状況（重複含む）                          

判定 Ａ1 Ａ2 Ｂ1 Ｂ2 身障手帳 

学園 ９ ３ ０ ０ ４ 

さくら ２ １０ ２ ０ ３ 

通所 障害支援区分                                

区分 １ ２ ３ ４ ５ ６ 平均 

学園（12） 0 0 0 １ ５ ６ 5.4 

さく（14） 0 0 0 １ ４ ９ 5.3 

（2）日中活動利用状況（入所・通所） 

月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 年間 

学園提供日 22 23 22 23 23 22 23 22 23 23 20 23 269 

学園 利用者 52 52 52 52 52 52 51 51 51 51 50 50  
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延数 1,108 1,123 1,119 1,132 1,106 1,079 1,117 1,055 1,074 999 938 1,103 12,953 

さくら提供日 21 18 22 22 17 21 23 20 21 19 18 23 245 

さくら 
利用者 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 14 （15） 

延数 269 239 285 250 229 254 267 257 255 161 224 255 2945 

(3)日中活動内容                         2021 年度末現在 

単位 グループ名 入所利用者 通所利用者 主な作業内容 

星谷学園

生活介護 

あさがお 男 2 名 女 2 名 男 7 名 女 5 名 
アルミはがし、繊維ほぐし、タオルたた

み、刺しゅう、運動 

レインボー 男 15 名 女 4 名 男 0 名 女 0 名 
ｱﾙﾐはがし、繊維ほぐし、タオルたたみ、

缶つぶし、エコキャップ、散歩 

マンボウ 男 2 名 女 13 名 男 0 名 女 0 名 
アルミはがし、繊維ほぐし、ﾀｵﾙたたみ、

ししゅう、DVD ｹｰｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ、散歩 

星谷デイ

さくら 
さくら 男 0 名 女 0 名 男 11 名 女 3 名 

ｱﾙﾐはがし、繊維ほぐし、ﾀｵﾙたたみ、匂

い袋、創作活動、散歩 

他事業所生活介護利用者 
女 1 名 

（再掲） 
 

かっぱ堂 

 

（4）行  事 

星谷まつり 新型コロナウィルス感染症予防策として、入所と通所を分けて実施。 

（5）作業収益 

 収入額                          

項目 金額 

小計① 160,260 

繰越金② 629 

利息③ 0 

収入総額①+②+③ 160,889  

（6）通所方法 

施設送迎 家族・外部サービス 自力（徒歩） 計 

19 人 7 人 0 人 26 人 

 

４．研 修（外部） 

今年度は新型コロナウイルス感染症予防のため、外部研修の多くが中止となり参加でき

なかった。サービス管理責任者初任者研修、強度行動障害支援者養成研修のみ参加した。 

 

５．給 食 

 給食は業務委託により提供しており、「郷土料理食」などの特別食を増やした食事提供に

努めた。また新型コロナウィルスによる影響から密を避けた食事提供となり、配膳車や衛生

用品などの導入や入れ替えを行い、以前より衛生面への配慮がされた給食提供を行えるよ

うになった。 

利用者の食事形態、トロミ剤や補助食品も見直し、「食べやすさ」を心掛けている。栄養ケ

ア計画を作成することにより状況に合わせた食事提供を心掛けた。 

 

６．健康管理 

  日々の心身の健康状態の把握、服薬状況の確認、医師やその他の専門家との相談、健康・

支給額 

項目 金額 前年度比 

支給総額 158,830 +37,920 

両替手数料 1,100  

次期繰越額 656  

一人当たりの分配金（（満額

支給者） 
2,420 

+610 
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給食委員会による情報提供などにより適正を期した。新型コロナ感染対策のため、代理受

診等の対応を増やしていたが、1 月 25 日より新型コロナの集団感染が発生した。医師の

指示のもと対策を行い 2 月 7 日には療養解除となっている。（1 名が脱水症状から重症化

し、入院している）またリウマチ治療については、施設内での看護師による皮下注射を継

続して行っている。 

定期検診等の実施回数 

内科検診 歯科検診 健康診断 体重測定 予防接種 往診歯科 

10 回 1 回 １回 12 回 4 回 20 回 

＊内科検診については電話でのリモート往診を含む 

医務室活動状況（利用者診療状況）  

 内科 精神科 外科 整外 歯科 眼科 耳鼻科 皮膚科 泌尿器 その他  

利用者通院延回数 232 322 4 10 346 12 12 270 6 15 
1214

（↑） 

※薬の処方のみの通院、園内処置を含む  ※歯科の園内処置は往診歯科受診者 内科は往診・℡相談含む 

入院の状況 
利用者 入院期間 入院日数 入院理由 
Ａ 令和 3 年 10月 19 日～令和 4年 3 月 25 日 156 日 脳潰瘍 

B 令和 4 年 1 月 29 日～令和 4年 2 月 9 日 12 日 新型コロナによる脱水症状 

※入院日数は入退院日を除く 

７．衛生管理 

   衛生管理については、清掃パート職員を中心に、園舎内の清潔に努めた。また、新型

コロナウイルス対策として次亜塩素水や界面活性剤を使用し日常的に生活環境のふき取

り消毒を行った。 

日々の洗濯物は利用者や職員が実施した。（新型コロナ感染予防のためボランティアの活

用は自粛した）美容・理容については、施設内で美容師による理髪を低料金で実施した

他、利用者の希望により地域の美容院を利用した。（緊急事態宣言中は外部者の立入りを

制限）  

８．防災対策  

  地震等の災害に備え今年度は、避難訓練とは別に発電機等災害備品の取り扱いについ

て、職員への周知徹底を目的に複数回訓練を実施していった。避難訓練に関しては新型コ

ロナ感染予防のため回数を減らし実施している。 

避難訓練 

実 施 日 項   目 内  容 

6月 19日 休日夜間避難訓練 地震想定（休日日中） 

8月 28日 避難訓練 風水害想定（平日日中） 

10 月 4日 法人合同避難訓練 地震想定（平日日中) 

12 月 17 日 避難訓練 地震想定（平日日中） 

 防災訓練 

実 施 日 項   目 参加職員数 

5月 26日 施設内設備場所、機械操作の方法確認 20 名 

11 月 19 日 施設内設備機械操作の操作方法確認、消火訓練 6 名 

1月 12日 不審者対応・さすまた体験 22 名 

 

９．オンブズパーソン相談状況 

  1 名のオンブズパーソンが来園し利用者からの相談を受けた。施設側への要望は 0 件、
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傾聴が主となっている。緊急事態宣言、蔓延防止等重点措置発令時はオンブズマンの訪問

を制限している為、実施回数が大きく減少した。 

 オンブズパーソンの北尾氏が今年度で辞任される事となった。 
オンブズパーソン活動実績 

訪問日 オンブズパーソン 相談者 要望書件数 

4 日  延べ 4 人 延 35 人（－43） 0 件(±0) 

  相談内容：人間関係 16 件  職員 11 件  食事 10 件  仕事・作業 15 件 その他 37件 

１０．危機管理等 

 昨年度の窒息事故を受け、新人支援員に対して事故の詳細を伝達し再発防止に努めると

共に、設置されているＡＥⅮと同じデモ機を使って緊急蘇生法の研修を行った。 

ひやりはっと・事故報告について、部署毎、運営会議、全体会議にて、定期的に検討し周知

した。 

１１．苦情・要望について 

 目薬の管理状況について苦情を受け付け対応している。苦情解決の仕組みとして取り扱

ったものは無かったが、要望等は日常的に支援員を通じて家族から上がっているため、ご本

人や家族の意向に答えられるよう努めた。 

 

２０２１年度 計画相談支援事業所ほしや事業報告 

 

１． 重点目標への取り組み 

(1) モニタリングの充実 

  新型コロナ感染予防対策のため、星谷学園への訪問は控えた。支援員と連携を取りなが

ら電話で聞き取りを実施することでサービスの利用状況を確認した。 

(2) 相談支援員の育成 

コロナ禍のため、研修等への参加は見合わせたこともあり、具体的なスキルアップの

機会を設けることは出来なかった。次年度に関しても同様の情況であるため課題として

残った。 

法人で新たに 2 名が相談支援従事者初任者研修を受講している。相談ほしやに配置し

サービス等利用計画に作成に携わっていただくことで相談技術の向上に努めた。 

 

２．契約者数および計画作成数 

契約者数 

 契約者 

2021 年度末 ３０ 

 

計画作成数 

 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

サービス等利用

計画書作成数 
１ １ ０ ０ １ ３ ２ １ ０ ０ ２ ０ １１ 

モニタリング 

作成数 
４ ３ ２ ４ ６ ５ ３ ３ ２ ４ ５ ８ ４９ 
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2021年度 あまいろ事業報告 

 

１．重点課題の取り組み状況 

（１）自閉症支援の質の向上 

  年５回スーパーバイザーを招いてのケース会議を行った。また、ケース会議実施月

以外に活動時間内に来所し、実際の支援を見てアドバイスをもらうことを始めた。 

（２）安全への備え 

  ・定例の避難訓練以外に事故や災害時の対応力向上を目指した訓練を実施すること

ができなかった。 

  ・複数回発生しているひやりに対して対策を決め取り組んだが減少しなかった 

。 

（３）利用者増員 

   新規２名が利用を開始した。また 1 名が週 4 日から週 3 日利用に変更となった。 

２．利用状況 

入退所状況 

 男 女 入退所前後の状況 
前年度末利用契約者数 9人 4人  
2021年度新規利用契約者数 1人 1人 支援学校卒２ 
2021年度退所利用者数 0人 0人  
2021年度末契約利用者数 10人 5人  

月別利用状況 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 計 

開所日 22 19 23 21 18 21 22 21 21 20 19 23 250 

契約者数 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15 15  

延べ利用数 261 216 267 235 210 237 255 241 236 233 220 255 2866 

                         ※延べ利用者数 前年比 633 増 

送迎利用状況  

事業所送迎 家族送迎 他サービス利用 計 

7名 5名 3名 15名 

 

年齢  

年齢 20歳未満 20～29歳 30～39歳 計 

男性 1名 8名 1名 10名 

女性 1名 3名 1名 5名 

 

障害等級別状況 

Ａ1 Ａ2 Ｂ1 
7 6 2 

 

障害支援区分 

区分４ 区分５ 区分６ 計 

 1 名 6名 8名 15名 
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重度障害支援加算対象者 12名 

障害 

自閉症 その他 計 

14名 1名 10名 

 

３．活動内容 

  作業収入 

項目 金額 

タオル 147,175 円 

ちらし 10,363 円 

アルミはがし 2,610円 

アラミド 1,000円 

アルミ缶 7,880円 

除草 65,120 円 

収入計 233,841 円 

  工賃支払い 2回(4月・10月) 1日当たり約 160円 全日通所者 20,600円(年間) 

 

４．給食 

利用者の偏食に配慮した給食提供に努めた。厨房機器の故障があり献立変更して対

応した。 

 

５．健康管理 

看護師により体重測定と血圧測定を毎月実施した。嘱託医は年２回の訪問となった。

健診結果についての助言と、インフルエンザ予防接種を実施した。 

6月・7月にコロナウイルスワクチン接種 1回目 2回目を星谷学園にて実施した。 

 

６．防災 

避難訓練を 3回実施した。 

避難訓練実施日 内容 

6月 18日 避難訓練（火災想定 通報・消火訓練） 

10月 4日 法人合同避難訓練(地震想定)  ２次避難実施なし 

2月 4日 避難訓練（風水害想定） 

 

７．苦情・クレーム 

  クレームが３件あった。  

・内容 ノートに記載されていた時間になっても迎えにこない。 

対応 時間の記載誤りであったため謝罪する。 

・内容 ①腕時計のバンド部分が折れた。②イヤマフの金具が折れた。 

同一者、別日。今まで壊れたことがない。 

対応 状況説明を行い納得していただく。 
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８．研修（外部） 

 強度行動障害支援者研修(オンライン)に非常勤職員も参加し、研修修了者を増やした。コ

ロナウイルス感染の流行があり、外部研修への参加は難しかった。 

日程 研修名 研修主催 参加

者 

5/22・23 強度行動障害支援者研修（実践） 東北福祉ビレッジ 赤塚 

7/10・11 強度行動障害支援者研修（基礎） 〃 澤井 

2/12・13      〃 〃 市川 

2/28・3/2・3/4 感染予防スタッフ育成研修 県実践教育ｾﾝﾀｰ 赤塚 

3/7・17 サビ児管実践研修 県社協 小原 

 

９．今後の課題 

（１）自閉症支援の質の向上 

  ・新任支援員の自閉症理解を高める。 

  ・支援の実践力を高める。 

 （２）安全への備え  

昨年度取り組みが不十分であったため、今年度も引き続き目標とする。また新たに感

染症予防に対する備えの強化を付け加える。 

  ・災害～備蓄品の整備・使用方法の周知。 

  ・事故～緊急時対応力向上を目指した訓練実施。 

  ・リスク管理～発生が複数ある「事故・ひやりはっと」事案を減らす取り組み。 

  ・感染症に対する知識向上 
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２０２１年度 地域活動支援センター結夢事業報告 

  

（1）利用者のニーズに合わせた活動プログラムの充実と環境整備 

活動支援センターでは年間 23名登録利用者が新規で増加した。継続利用の方も含め障

がいサービス事業所や就労をしていく方など常にメンバーの入れ替わりがみられること

に変わりはない。利用登録の更新を通して利用者の整理を図っている。また継続利用者

のニーズに合ったプログラムを検討し、新たにオンラインでの事業所合同説明会やメン

バー同士の話し合いの場「おしゃべりサロン」を実施した。 

（2）障がい福祉サービス提供事業所、他分野との連携強化 

県央圏域の相談機関、精神科医療との合同研修会に参加。医療機関からの退院後の連

携に向け精神科病院についての情報交換を行なった。また、高齢介護サービスとの連携

に向け、地域包括支援センターとの情報交換会に参加し連携強化を図った。 

（3）情報収集、発信機能の充実 

新規グループホームの開設が多くみられた。事業所毎の情報整理をしながら来所者へ

の情報閲覧、掲示を行ない発信機能の充実を図った。 

（4）自立支援協議会の充実による地域の体制づくり 

新型コロナウィルス感染拡大防止もあり協議会、各チームの活動共に制限の多い中で

状況に応じ、書面での開催を行なうこともあった。地域生活支援拠点等整備事業につい

ても市との協議継続を図っている。 

 

２．実 績 

（１）地域活動支援センター事業 

①登録者数（2022年 3月 31日現在） （前年度比較） 

  精神  知的 身体 高次脳  発達    重複 その他  計 

148(+7) 37（-2） 10(+2) 3(-1) 8(+2) 4(+1) 0 210(+9) 

 ＊障がい名が明らかでない人を「その他」で分類 

 

②登録者の状況 

所属なし 通所  就労 学生（通信） 計 

  135   52   23   0   210 

 ＊通所先と契約しているが、通えていない場合は、「所属なし」に含む 

  

③ゆうむスペース利用状況 

  実施日数：253 日 延べ利用者数：2246 人  1 日平均：8.88 人  

 （前年度比較 231 日        1814 人      7.85 人） 

精神 知的 身体 高次脳 発達 重複 難病 その他 計 
 

1615 476 5 42 102 6 0 0 2246 

  

④活動プログラム実施状況 実施回数：125 回 延べ利用者数：641 人（1 回平均：5.13 人） 

（前年度比較 120 回        586 人      4.88 人） 

プログラム 実施回数 参加延べ人数 プログラム 実施回数 参加延べ人数 
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寺子屋 24 68 ゆうむシアター 12 81 

パソコンチャレンジ 20 38 調理 14 92 

満福亭（生活教室） 23 146 かかし作り 3 8 

ミーティング 8 50 歌声ゆうむ 2 20 

ミーティング＆バースデー 4 28 おしゃべりサロン 1 8 

みんな De ランチ 7 55 事業所紹介（ZOOM） 1 3 

みんな De 晩御飯 1 9 リフレッシュ体操 1 8 

季節のイベント 4 27    

＊季節のイベント（散歩、クリスマス会、初詣、お汁粉） 

＊事業所紹介（就労移行事業所 ZOOM説明会） 

  ＊リフレッシュ体操（地域拠点事業） 

 

⑤地域交流支援事業実施状況 

   障がい者等が、地域社会の一員として、積極的に地域との交流を行い障がい理解の促

進を図る事業 

  ＊新型コロナウィルス拡大防止のため、実施せず。 

 

⑥地域拠点事業実施状況 

  地域の拠点とし広く門戸を開き、障害の有無に関わらず（総合福祉法の対象外でも

支援が必要と認められる者）受け入れを行なう事業 

3/23 「リフレッシュ体操」 8 名参加 

 ＊3/10予定カラオケはまん延防止等重点措置継続のため中止。 

 

⑦制度のはざま対応事業実施状況 

   発達障がい者、高次脳機能障がい者等の相談支援や交流促進を図る事業 

発達障がい  26 人 相談: 延べ 183 件 地活: 延べ 102 回 

高次脳機能障がい 14 人 相談: 延べ 332 件 地活: 延べ 42 回 

 

（２）相談支援事業の実績 

①相談状況（前年度比較） 

相談状況 実相談者数    
相談件数（延

べ） 
マネジメント ケア会議 

件  数  384 人（＋40）  1613（+6） 2178（-142） 49（−18） 

 

②月別状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月  計 

相談件数 139 107 161 130 116 150 117 148 122 150 107 166 1613 

マネジメント等 204 136 193 165 146 183 176 168 197 245 146 219 2178 

ケア会議 8 8 3 1 2 6 3 3 3 3 3 6 49 

計 351 251 357 296 264 339 296 319 322 398 256 391 3840 

 

③相談内容 

相談内容 
制度・サー 

ビス利用 

障がいの

理解 
医療 

家族関係 

人間関係 
家計・経済 

不安の 

解消 
住環境 教育 
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件  数 1217 10 126 47 15 60 7 0 
就労 権利擁護 他機関やサービスへの不満 その他 合計  

37 6 19 69 1613 

 

④相談方法 

 方法 電話 訪問 面接 同行 その他 計 

 件数 681 434 217 28 253 1613 

 

⑤障がい種別 

知的 身体 高次脳 発達 精神 重複 難病 その他 計 

1673 870 332 183 321 401 56 4 3840 

                                                                     

 ⑥サービス利用計画作成の状況（2022年 3月 31日現在）（前年度比較） 

 知的  身体 高次脳  発達  精神 重複 難病 計 

105 31 9 8 3 30 1 187（＋7） 

 

 

 

２０２１年度 相談支援事業所結夢＋事業報告 

  

１．重点課題の取り組み状況 

（1）社会資源の整理、インフォーマルサービスの活用 

生活実態、ニーズに即した社会資源について情報を整理すると共に地域のインフォー

マルサービスの活用も意識したサービス等利用計画への反映に努めた。 

（2）相談支援技術の研鑽と継承 

相談支援事業所連絡会でのグループスーパービジョン参加や事業所内でのケース検討

の機会を通して相談員の相談支援技術の向上に努めた。 

（3）計画相談支援の充足、関係機関・他分野との連携強化 

  サービス等利用計画の達成率の向上、相談内容への迅速な対応に向け、他相談支援事

業所や地域包括支援センターとの情報交換会に参加し連携強化を図った。 

 

２．実 績 

①相談状況（前年度比較） 

相談状況 実相談者数    相談件数（延べ） マネジメント ケア会議 

件  数 215（-6） 1539（-106） 2619（-508） 99（-30） 

 

②月別状況 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月  計 

相談件数 160 129 175 123 125 122 168 114 121 122 65 115 1539 

マネジメント等 285 244 256 219 237 208 228 191 215 208 124 204 2619 

ケア会議 15 15 13 7 7 13 6 9 5 3 2 4 99 

計 460 388 444 349 369 343 402 314 341 333 191 323 4257 
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③相談内容 

相談内容 
制度・サー 

ビス利用 

障がいの

理解 
医療 

家族関係 

人間関係 
家計・経済 

不安の 

解消 
住環境 教育 

件  数 1081 46 82 18 13 148 22 6 
就労 権利擁護 他機関やサービスへの不満 その他 合計  
21 12 53 37 1539 

 

④相談方法 

 方法 電話 訪問 面接 同行 その他 計 

 件数 722 456 123 68 170 1539 

 

⑤障がい種別 

知的 身体 高次脳 発達 精神 重複 難病 その他 計 

2796 27 1 250 677 393 37 76 4257 

 

⑥サービス利用計画作成の状況（2022年 3月 31日現在）（前年度比較） 

 知的  身体 高次脳  発達  精神 重複  難病  計 

145 3 0 10 14 17 0 189（-3） 
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２０２１年度ＳＥＬＰビナ事業報告 

 

１．重点目標に対する課題と評価 

【各サービス共通】 

(1) 関係機関との連携 

   就労に関する連携については、ハローワークが就労移行支援事業所に対して、担当制

を設けたことから、窓口が一本化され、ハローワークとの情報共有が密になった。 

    学校については、えびな支援学校や座間養護学校からの実習生の受け入れや、就労ア

セスメントの受け入れ、見学対応など日常的にやり取りがあった。また、これらの実習

から、次年度の利用に 2名の方が繋がっている。 

(2) 利用者を支援する際に、可能な限り、ご本人の意向を踏まえながら、作業内容の調整

や、個々の相談などに対応した。 

(3) 利用者の方の日常的な体調変化を意識することで、休養や通院の促しなど、体調を崩

す前にアドバイスするように心がけた。 

  感染症に対する対策としては、利用者の方が退勤した後、館内、公用車の消毒を毎日

行った。また、外出活動や、昼食前などには、手洗いの言葉かけや促しを徹底した。  

  日中活動中は、定期的な換気や、適切な空調管理、季節による加湿器の設置などを行

い、感染予防の対策を実施した。また、空調については、一階作業室にエアコンを増設

し、作業環境を整備している。 

 

【就労継続支援Ｂ型】 

(1) 工賃向上の取り組み・地元企業との関係強化 

新規作業種については、海老名市資源化清掃の受注、市内門沢橋にある「辰巳合成」 

より、自動車部品のゴム加工の仕事、神奈川県立産業技術総合研究所の除草作業、泉橋酒

造のお米籾殻取り、塩脇農園の枝豆収穫などを開始している。 

既存の作業では、エコーのガス警報器取扱説明書の加工など受注量が増えている。 

昨年度、積極的に行っていた海老名市社会福祉協議会からの共同受注については、件数

が少なかったこともあり、請け負っていない。 

 既存の作業については、コロナ禍による作業量の影響は余り受けることは無かった。

年間の売り上げについては、伸びている傾向にあり、平均工賃 21,089 円となった。 

  

【就労移行支援】 

(1) 就労へ向けた支援の充実 

   就労に向けた企業実習については、2件（2名）の実習を行っており、内 1名の方が就

労されている。実習に際しては、ハローワーク専門援助部門の担当者と日程や業務内容な

どを確認、調整することで、利用者のニーズに合わせた実習を行えている。また、実習中

も訪問を行い、実習先に企業と利用者との調整を行っている。 

(2) 社会性と協調性の強化 

  定期的なビジネスマナー講座を開催することで、社会に出た時のマナーや、利用者の方

が自らの意見を発言する場を設けることで、就職した際、自らの意見を伝える練習を行っ
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ている。講座については、年度当初の計画に比べると、回数が減っており、新型コロナウ

ィルスによる事業所の時短開所などが影響した。 

 

【就労定着支援】 

(1)  就労先企業との連携強化 

定着支援については、コロナ禍という事もあり、訪問による支援が難しい時期があっ

た。その為、訪問が出来ない際には、就労者と企業に連絡を入れ、電話による現状確認

と支援を実施している。 

コロナ禍の影響による就業時間の短縮や、就業日などについて各企業と現状を確認し

ながら、就業者にとって、継続した就業に繋がるよう、就業者と企業の間に入り、支援

している。 

(2) 継続した就労への支援 

  継続した支援に繋げるために、仕事面だけではなく、生活面に目を向けた支援を実施

している。就労者の中には、睡眠リズムが確立していない方がおり、睡眠時間を含めた

生活リズムを確認、整理し、就労者と家族にアドバイスを行った。 

  

２．利用状況 

月別利用者状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

就労移行 
在籍者数 6 6 6 5 5 5 5 5 4 4 4 4 月平均4.9 

延べ人数 123 102 105 85 81 90 95 80 78 63 59 75 1,036 

就労継続

支援Ｂ型 

在籍者数 34 34 33 34 34 34 34 33 33 33 33 33 月平33.5 

延べ人数 679 574 659 621 529 637 683 626 620 566 542 659 7,395 

就労定着 
在籍者数 6   6 6 6 7 7 6 6 7 7 7 7 平均6.5 

月実績数 5 5 5 6 7 7 6 6 7 6 7 7 74 

※年間活動日=240 日 平均利用率=移行 90.5%、B 型 70.8％ 一日平均利用者数=35.1 人（就労定着含まず） 

入退所の状況 

【就労移行】 

年度当初在籍者数 
男 女 

備考 
3 人 3 人 

2021 年度入所利用者数 0 人 0 人 
 

2021 年度退所利用者数 1 人 1 人 
2021 年 6 月に女性 1 名就労 

2021 年 10 月に男性 1 名就労 

今年度末在籍者数 2 人 2 人  

【就労継続Ｂ型】 

年度当初在籍者数 
男 女 

備考 
19 人 15 人 

2021 年度入所利用者数 1 人 2 人 

2021 年 4 月に男性 1 名就労移行から B 型へ 

2021 年 4 月に女性 1 名入所 

2021 年 7 月に女性 1 名入所 

2021 年度退所利用者数 1 人 1 人 
2021 年 5 月に男性 1 名が他事業所に移行 

2021 年 3 月に女性 1 名が退所 

今年度末在籍者数 18 人 15 人  

 

年度当初均年齢・年齢構成 
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  19 以下 20～29 30～39 40～49 50～59 60 以上 平均年齢 

就労

移行 

男性 0 3 0 0 0 0  

女性 1 2 0 0 0 0 22.5 

就労

Ｂ型 

男性 0 4 7 3 3 2  

女性 1 4 6 3 1 0 38.2 

 

障害等級別状況 

就労移行 就労継続Ｂ型 

Ａ1 Ａ2 Ｂ１ Ｂ2 Ａ1 Ａ2 Ｂ1 Ｂ2 

0 0 0 6 4 11 13 6 

障害支援区分 

区分 1 2 3 4 5 6 未認定 

就労移行 0 0 2 0 １ 0 3 

就労継続 B 0 2 7 11 4 1 9 

 

３．支援内容 

(1) 作業活動 

受注作業については、14 社（雑誌の袋詰め、ガス警報器説明書加工、エプロン・タオ

ルたたみ、溶接材加工、ＤＶＤケースのクリーニング、CD のリサイクル、水道メーター

リサイクル、造花用（ロザフィ）紙材料の生産、ゴム製品の加工、段ボールの組み立て、

紙袋の加工、お米の籾殻取、大豆の収穫、除草作業）の仕事を請け負った。 

  

(2) 就労会計 

（収入）                （支出） 

項目 金額  項目 金額 

企業庁水道局*水道ﾒｰﾀｰ 1,452,000  給与支給(賞与含む) 8,579,628 

施設外受託事業＊清掃 490,000  仕入れ材料費 193,945 

鈴木農園（エコー） 3,255,611  光熱水費 572,406 

ライフクリーニング 3,436,898  消耗品費（備品購入含） 715,600 

大洋テクノ 587,144  賃借料 486,000 

ロザフィ 914,452  外注加工費 378,000 

厚木紙工 561,563  通信運搬費 179,100 

その他 836,944  燃料費 355,113 

収入合計 11,534,612  その他経費 74,820 

  支出合計   11,534,612 

 

 

(3) 通所援助 

送迎バス(マイクロバス)と送迎車（ワゴン車）を綾瀬市及び海老名市内に２台を 

走行させ利用者へ送迎サービスを実施した。 

  通所状況（延べ人数） 

公共の電車・バス 送迎車 徒歩・自転車 家族送迎 その他 

   19 23 8 2 0 

 

４．オンブズパーソン相談状況 
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  今年度の相談については、昨年度と同様、新型コロナウィルス感染の影響で、9 月、2

月～3月にかけての活動は自粛となっている。 

利用者の方の相談内容については、人間関係や作業面、生活面等の相談が多いようで

あった。 

 

５．給  食 

    昼食は、引き続き、委託業者（株式会社ニチダン）との契約により提供されている。月

１回のセレクトメニューについては、実施しており、利用者の皆さんの楽しみになってい

た。 

 

６．健康管理・衛生管理 

利用者の健康管理については、利用者の日常的な変化、ご家庭との連絡帳のやりとり、

てんかん発作時の電話連絡など、状況に合わせた対応に心掛けた。 

利用者・職員について、健康診断を年１回実施している。また、毎年行っている。嘱託

医師による利用者対象の内科検診については、コロナ禍の影響により、次年度 5 月に実

施する予定となっている。その他、希望者対象の新型コロナウィルスワクチン接種を 3

回、インフルエンザの予防接種を実施した。 

 

７．作業時の安全管理 

 作業においては、ハサミやカッターなどの道具について、利用者に適切な使用方法を

伝えると共に、軍手の着用を促すなど安全に配慮した対応を行った。また、水道メーター

や溶接棒など、重量のある物を扱う事を考慮し、安全靴、安全眼鏡などの防護器具着用を

徹底し、安全に配慮した。 

           

８．防災対策 

   防災については、海老名市の消防機関の指導により適正を期した。また、必要に応じ 

て地震・火災に備えての訓練を実施した。 

 

 

 防災訓練実施状況 

実施日 項    目 内   容 備 考 

9 月 15 日 避難訓練 火災想定・風水害  

10 月 4 日 消火訓練・通報訓練・避難訓練 地震・火災想定  

3 月 24 日 消火訓練・通報訓練・避難訓練 地震・火災想定  

 

９. 会計管理 

    会計管理については、星谷会経理規程、給与規程等にそって適正な会計処理に努めた。 

  

１０． 研 修 

実施日 研修内容 参加者 
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7 月 20 日、21 日 相談支援専門員プレ研修 渡邉 

9 月 2 日、3 日、30 日 

10 月 25 日、26 日 
相談支援専門員初任者研修 渡邉 

10 月 21 日、12 月 13 日 

2 月 18 日 
支援スタッフ部会 渡邉 

10 月 13 日 神奈川県知的障害施設団体連合会新人職員人権研修 全支援員 

10 月 18 日 安全運転管理者講習会 白井 

12 月 17 日 第９回全国生産活動就労支援部会職員研修会 渡邉 

3 月 25 日 令和３年度 海老名市障がい者共同受注窓口研修会 渡邉 
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２０２１年度 海老名市障害者第一デイサービスセンター事業報告 

（指定管理による運営 通称：レインボードリーム） 

１．重点課題の取り組み状況 

(1)個別支援の充実 

・身体活動ではダンスや歩行等の取り組みを継続した。創作活動では季節に応じた飾り作り

やキーホルダー作りを継続した。運動プログラムでは「ホームラン大会」等レクの要素を

混ぜながら楽しみながら身体を動かす活動の提供をした。新型コロナウィルス感染予防 

 

 

の為、外部講師を招いてのプログラムやビナレッジでのガラス絵活動は中止とした。 

・定期的に利用者自治会を開催し利用者の声を活動等に反映できるよう取り組んだ。 

(2)利用者増加に向けた取り組み 

・新型コロナウィルス感染拡大が収束せず、感染防止のため訪問や低学年層を対象とした体

験利用者を受け入れての営業活動については中止した。支援学校高等部学生の進路検討

の為の実習、サービス利用の為の見学等については感染予防を図りながら受け入れを行

った。 

・新型コロナウィルス感染予防の為、土曜余暇支援等の行事やバザーについては実施しなか

ったが休日開所日を設け利用日数が増えるよう取り組みをした。他事業所への応援業務、

新型コロナウィルスに係る職員の休み等もあり 2月、3月の休日開所は見合わせた。 

(3)サービス向上・人材の育成 

・情報共有の為、ＰＣのツールを使用し情報や伝達など簡便に共有できるよう取り組んだ。

仕様については適宜改善の必要がある。 

・他事業所への応援業務や新型コロナウィルスに係る職員の休み等もあり研修機会の確保

が難しかった。 

 

２．利用状況（2021 年度末現在） 

4月に生活介護１名（支援学校卒業生）、5月に生活介護 1名（他事業所より移行）の利用

契約。生活介護 33 名、就労継続支援 B 型 8 名となり 20221 年度は 41 名の利用契約となっ

た。 

（1） 月別利用者状況 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

2021年度

定　員

契約者数

開所日数

利用者数

利用率契約者

利用率定員

延べ利用者数

2021年度

定　員

契約者数

開所日数

利用者数

利用率契約者

利用率定員

2021年度

定　員

契約者数

開所日数

利用者数

利用率契約者

利用率定員

延べ利用者数

余暇減 余暇含 余暇減

余暇含

余暇減 余暇含 余暇減 余暇含 余暇減 余暇含 余暇減 余暇含 余暇減

余暇含 余暇減

8 833 8 8 33 33

余暇含 余暇含 余暇含 余暇含余暇含 余暇含

余暇含 余暇減 余暇含余暇減 余暇含 余暇減

76%

710 679 622 739

73.7% 72.5% 90.9% 90.9% 72.8% 72.8%90.2% 88.6% 73.5% 72.4%

82% 81% 92% 90% 83% 81%

生活介護 就労Ｂ型

92.5% 91.0%

79% 79% 95% 95%

余暇減

生活介護 就労Ｂ型

87.0% 84.1% 74.0% 72.3%

159555 148

167

33 8 8

22 22

90.9% 89.0%

92% 91% 83% 83% 91% 91%

75.9% 75.9%

22

33 8 8 33 33 8

86.7% 86.7%

22

572 572 167

18

8 33 33 8 8 33

131145 491 491 131

30 30 10 101010 30 30 10

余暇含

12月 1月 2月 3月
生活介護 就労Ｂ型 生活介護 就労Ｂ型 生活介護 就労Ｂ型

余暇含余暇含 余暇減

82% 80% 94% 92% 80% 78% 89% 88% 77%

83.3% 72.4% 70.9%90.6% 88.3% 75.3% 73.3% 87.7% 85.9% 71.5%

90%

522

2222 21 22 20 22 20

90% 89% 79% 76% 93%

10 1030 3030 30 10 10 30 30 10 10

75.5% 73.8%

728

8月 9月 10月 11月

555 573 151 155

83% 94% 92%

619733

7月
生活介護 就労Ｂ型

30 30 10 10

33 33

余暇含

8 8

余暇減 余暇減

20 21 20 2122 23 22 23

生活介護 就労Ｂ型

30 30 10 10

33 33 8 8

余暇減 余暇減

33 33 8 8

5月
生活介護 就労Ｂ型

30 30 10 10

余暇減 余暇減余暇減 余暇含

30 30

140

20 19

33

30 10

32 32 8 8

150 154

30

生活介護 就労Ｂ型

462 477

465 480 135

541 558 147 152 518 534

18

2017 18

20 21 20 21 19

30 30 10

139

18 19 19

607 624 164 168

30 30 10 10

84% 82% 93% 91%

10

20 18 18 18

70.0% 85.1%

生活介護 就労Ｂ型 生活介護 就労Ｂ型

20 21 21 21

3333 8

550 152 156128 132 526 541 143 147 536

8

余暇減 余暇含 余暇減 余暇含 余暇減 余暇含

17 18

33 33 8 8 33

75.0% 73.2% 92.0% 90.4% 74.5%

792

73.0%89.2% 87.7% 71.4% 70.0% 86.1% 84.2%

84%84% 82% 89% 88% 78% 77% 94% 91%

4月
生活介護 就労Ｂ型

2221

10 10

余暇減

562 579

21 22

6月
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（2）利用者状況 

年齢分布（2021 年度末） 

 ～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～ 合計 

男性 １ 6 6 4 3 1 0 21 

女性 1 6 2 4 5 2 0 20 

平均年齢 

男性平均 36.2 

女性平均 40.4 

障害支援区分                                                               

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

 人数 0 0 4 13 14 8 

  区分なし：2 生活介護平均支援区分：4.78  就労継続支援Ｂ型平均支援区分：3 

  障害等級別状況 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 

人数 12 14 12 3 

送迎サービス実績 

延利用件数 12,872 人 前年度比＋1611 人 

 

３．活動内容  

利用者が作業・活動を選び、決定しやすいよう様々な活動や作業が提供できるよう努め

た。作業、工賃確保の面では新型コロナウイルス感染症の拡大が収束せず販売促進の為の

イベントへの参加、実施を昨年度に続き取りやめたが、クッキー、ジャムの個別販売など

定期的に行い作業の継続、売り上げの確保を図った。またネクスコ中日本の作業で工賃の

高い除草作業を受注することができ工賃確保に努めた。 

活動では外出、一泊旅行、共同で行う調理などの行事については感染症予防の観点から

実施を見合わせたが、「楽しみ」ができるよう事業所内で季節のイベントの実施、日々の活

動の中で利用者のリクエストに応じながらプログラムを提供した。 

地域との交流では社家小学校児童クラブとの交流、事業所合同で開催している「海老名

この街で暮らそう」は中止とした。 

(1)受託作業 

ダンボール貼り合わせ・組み立て、チラシ折り、エコキャップ、水道メーターの解体、タ

オルの選別、タオルの配送、市内国分寺跡除草、綾瀬浄水場除草、東名高速道路の高架下除

草など。 

(2)自主製品・活動 

食品加工、手芸、七宝画製作、クラフト、レクの日、ダンスの日、運動プログラム、カラオケ

の日。 

(3)イベント 

季節の行事を避実施。土曜余暇活動（月 1回）、日帰り外出、一泊旅行などの外出を伴う行事は

感染予防の為中止。 

(4)地域との連携等 

施設内での自主製品や野菜の販売活動、食品加工品の市や社会福祉協議会、保育園、地域障害

者団体等からの受注、市内コミニティセンターからのエコキャップの搬入、実習者、見学者の受
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入れ、など地域との関わりを図った。新型コロナウイルス感染拡大防止の為 3デイサービスセン

ター主催の「えびな・この街でくらそう」、地域イベント(バザー)は中止となった。 

４．作業会計 

作業収益ではイベント中止によりバザー販売ができず、売り上げを工賃に反映させることがで

きなかったが、工賃の高い中日本高速道路の除草作業を受注すことができ工賃確保につながった。 

また、食品加工では市、社会福祉協議会からの催事用ギフトの注文や個別販売により売り上げ

確保に努めた。 

 

収入     （単位 円）        
ＳＫパック 40805 エコキャップ 1419 

ＡＳＵ 72849 野菜販売 23150 

ファブリッククリーナーズ 37180 除草作業（中日本高速道路） 400794 

たすけ愛ゆずり愛 273900 正月フラワーアレンジメント 30600 

除草作業（綾瀬浄水場） 65120 食品加工 842091 

除草作業（国分寺跡） 439162   

水道メーター 30000   

  利息 １ 

合計                           2,257,071 

    

支出     （単位 円）    

材料費 346108 利用者賞与 1227358 

利用者給与 681300 金種指定手数料 2310 

合計 2,257,076 

    

収入     （単位 円） 支出  次年度繰越  

2,257,071 2,257,076 15  

＜備考＞ □全体平均工賃（生活介護・就労継続支援Ｂ型）：4587／月   

 

５．健康管理 

看護師は月 2回出勤。月 1回の体重測定、日々の健康観察、年 4回の嘱託医検診の他、

歯科検診、利用契約者を対象とした健康診断をそれぞれ年 1回実施。嘱託医、看護師より

健康状態や病気の予防等について助言を受けながら、必要に応じ適宜ご家庭や関係機関

と連絡をとり健康管理に努めた。日中活動時においては服薬の支援、状況に応じ通院付き

添いサービス、希望者を対象としたインフルエンザの予防接種を行った。室内消毒等、新

型コロナウイルス感染症対策を継続した。 

 

６．防災 

「地震」「火災」「風水害」を想定した避難訓練を年 4回実施。災害時の役割分担、動き

などの確認、利用者の状態に応じた避難方法を検討し緊急時に適切に対応できるよう努

めた。消防設備については年 2回の法定点検を実施し消防署に報告。 

 

７．職員研修 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、外部研修及び集団での研修への参加を控えた。ま



 - 30 - 

たグループホーム利用者へのホームでの支援や新型コロナウイルス感染に係る職員の休み

もあり職員確保の為、研修への参加はしづらい状況であった。少人数で行われる星谷会主催

の研修、リモートで行われた海老名市共同受注窓口主催の研修、サービス管理者実践研修へ

は参加した。 

支援上の課題については通常の職員会議の他、ケース検討会、毎日の職員ミーティング 

等で課題の共有化を図り適宜対応できるよう努めた。 

  

８．ボランティアの受け入れ状況 

  新型コロナウイルス感染予防の為ボランティアの受け入れについては見合わせた。 

 

９. 今後の課題 

（１）個別支援の充実 

・個別のニーズに応じた多様なプログラム・環境について。 

・利用者個々の「表現」の支援について。 

 

（２）利用者増加に向けた取り組み 

・サービス提供日数を増やす取り組みについて。 

・利用日数の少ない利用者に対する支援について。 

・児童・学生等事業所について「知る機会」の提供について。 

 

（３）サービス向上・人材の育成 

・簡易に共有ができるツールの改善・使用について。 

・支援業務に関わる事業所基準の共有化について 

・支援・人権に関わるミーティング・チェックの強化について。 

 

（４）職員業務の見直し 

・定型業務のスリム化。効果的な情報共有について。 

 

（５）海老名市指定管理事業受託に向けた準備 

・2023年度指定管理受託に向けた準備・応募について。 
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２０２１年度海老名市障害者第二デイサービスセンター事業報告 

（指定管理による運営 通称：かっぱ堂） 

 

１．重点課題に対する取り組みと評価 

（1）個別支援の充実 

  個別支援計画やモニタリング報告書作成の際、ご本人の意向や感想を聞き内容に反映

し、またご本人に分かりやすく納得して頂けるよう説明を行った。 

  定期的、また随時ケースの振り返り・個別支援計画の進捗状況の確認を行い、職員の共

通認識のもと個別支援計画に沿って支援が進められるようにした。 

  コロナ禍により余暇活動自体の実施や内容に制限があったが、例年行っている土曜余

暇活動を 6回、それ以外にかっぱ堂内で工夫を凝らして普段と違う楽しめる活動（卓球大

会やおしゃれイベント等）を行なった。 

必要に応じて職員にいつでも相談が出来る環境を作り、適宜実施した。 

重度障がい者の方への取り組みとして、支援シート・手順書を作成し、支援を行なった。 

精神障がい者、集団での生活・作業が難しい方への取り組みとして、障がい特性に応じ

た環境整備（個別・静穏環境スペース、インターネット環境の整備）を行なった。 

長期欠席の方への取り組みとして、定期的な訪問支援や電話連絡を行い、本人のペース

で午前・午後のみや短時間での出勤を送迎も含めて行い、利用して頂く機会が拡がった。 

新型コロナウィルスによる欠席者に電話訪問支援を行なった。 

 

（2）地域との関わり・繋がりを深める。 

昨年度、地元の望地自治会に加入し、コロナ禍で開催は 1回のみだったが「ふれあいサ

ロン」に利用者さん１名・職員 1名で参加した。 

「食と職、海老名笑顔化計画」を継続して行った。初めて年間を通して行い、販売日数・

収穫も大幅に増え、事業所前の無人販売で販売したり、多く採れた野菜をスーパーなかや

でも販売し、地域の方からの認識も拡げる事が出来た。またこの取り組みを「かながわ福

祉サービス大賞」に動画で応募し、優秀賞を獲得する事が出来、多くの方に知って頂く機

会になった。 

  月に 1回、地域清掃と称し、作業時間に近隣のゴミ拾いを行なった。 

  例年発注頂いている大谷小学校の運動会の粗品作りはコロナ禍によりなしとなった。 

 

（3）リスク管理の取り組み。 

  支援方法や業務など、日々の朝礼・終礼・会議で確認し合いながら、伝達事項も活用し、

職員の情報共有に努め、業務マニュアルの改訂も随時行ない、リスクの軽減に取り組んだ。 

 

（4）サービス向上の取り組み 

  重度障がい者への対応として行動援護従事者研修に 1 名、強度行動障害支援者養成研

修（基礎）に１名参加した。意思決定支援・精神障害・人権・制度について事業所内研修

を職員会議にて行った。 

  農園芸作業を積極的に取り組んだ。「食と職、海老名笑顔化計画」で採れた野菜も含め、
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無人販売での売り上げが前年度に比べ 2倍近くに増え、工賃向上に繋がった。 

  カレンダーの販路は前年度からあまり開拓する事が出来なかった。 

  食品自主製品販売を事業所内にて１回行った。 

利用者サービスの向上を目的として祝日の活動日を年 5回行った。 

  コロナ禍もあり作業種拡大の為のボランティアの導入は出来なかったが、インターネ

ット環境を整備し、動画やアイパットを使用した作業内容の拡大を行なった。 

利用者に満足度調査を実施した。 

障がい者の絵のコンテストに積極的に応募し、手をつなぐ育成会連合会の広報誌「手

をつなぐ」の表紙に掲載された。 

オンブズパーソンにコロナ状況を鑑みながら今年度は 3 回実施、利用者さんの相談を

聞いて頂いた。 

定期的に月に 1回、利用者自治会を実施し、行事・イベント等、意見を取り入れたり、

尊重しながら行った。本人会等、より発展的な自治会活動はコロナ禍での中止もあり行え

なかった。 

 

２．利用状況 

（1）月別利用者状況 

月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

生活介護 
在籍者数 27 27 27 27 27 27 27 27 27 27 26 26 平均26.8 

延べ人数 478 408 480 436 368 449 449 469 438 406 384 489 5,254 

就労継続

支援Ｂ型 

在籍者数 13 13 13 13 13 13 13 13 13 13 12 12 平均12.8 

延べ人数 188 140 180 167 138 167 179 165 151 128 121 159 1,495 

   ※ 年間活動日＝249日 1日平均利用者数 27.1 人   1月生活介護 1 名、就労継続支援 B型 1 名 契約解除 

 

（2）利用者状況（2021 年度末現在） 

年齢分布 

 ～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～ 合計 

男性 2 7 5 5 6 0 0 25 

女性 0 0 2 4 2 3 2 13 

平均年齢 全平均：43.7 歳 

男 37.8 歳 

女 55.2 歳 

障害手帳等級 

A1 A2 B1 B2 身体 1 級 精神 2 級 合計 
4 11 11 3 1 8 38 

障害支援区分 

生活介護平均支援区分：4.9  就労継続支援Ｂ型平均支援区分：3.2 

送迎サービス実績 

延利用人数 10,319 人 前年度比+733 人 

 

３.支援内容 

なし 区分２ 区分３  区分４ 区分５  区分６ 平均 

4 2 6 4 16 6 4.5 
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利用者の自己決定・自己選択を尊重し、受注作業（タオルたたみ、チラシ折り等）・農園

芸・散歩・室内運動プログラム（ダンス・ストレッチ）・水彩画・手芸・カラオケ（大手カ

ラオケ機材をリース導入）・ゲーム・買い物等の活動、また例年行っている綾瀬浄水場と国

分寺跡の除草作業、共同受注による落花生作りや海老名市役所の花植え等、利用者が活動を

選択する形で毎日の活動に参加して頂いた。 

また新しい作業種（読み聞かせやフラダンス等）も試行しながら適宜行った。 

例年行っている一泊旅行、日帰り旅行、土曜余暇、かっぱ祭り、忘年会、餅つき、長寿・

成人を祝う会等もコロナ禍を鑑みながら中止や内容変更をしながら行った。 

 

４．作業会計 

昨年度に引き続き、受注作業の減少及びバザーイベント等の中止による影響があったが、

「食と職、海老名笑顔化計画」の委託金、野菜の売り上げ等により支給額が増加した。 

 

収支 

収入 支出 

作業収入 \1,579,394 給与 \539,600 

バザーイベント等収益 \0 賞与 \768,552 

前年度繰越金 \16 材料費・銀行手数料 \271,253 

収入合計 \1,579,410 支出合計 \1,579,405 

（昨年度の収入合計は 1,377,820 円。次年度繰越金 18 円） 

※生活介護対象者を含む全平均月工賃 3,028 円  ※バザー・イベントは今年度全て中止 

 

５．健康管理・衛生管理 

年 4 回の嘱託医検診、年１回の歯科検診、健康診断、インフルエンザ予防接種を実施し

た。また必要に応じて通院同行を行った。月 2回の看護師巡回の際に血圧と体重の測定を行

なった。その際、利用者の健康状態を伝え、アドバイスを受けた。 

新型コロナウィルス対策として、手洗い・うがい、マスク着用・消毒を励行し予防に努め

たが 2021 年 8 月、利用者さんに陽性者が 1 名出て、3 日間の閉所期間を設け、利用者・職

員のＰＣＲ検査の実施及び所内・公用車の業者消毒を行った。 

  

６．防 災   

避難訓練（火災・風水害）、水消火器を使用した消火訓練、通報訓練等、事業所で行った。

また消防署からの派遣が出来なかった為、事業所内で職員に対し心肺蘇生法・ＡＥＤ講習を

行った。 

 

７．ご家族との連携 

 今年度も通常 3 ヵ月に 1 回行っている家族会はコロナ禍を鑑み開催せず。日々連絡ノー

トや電話にてその日の様子や体調、活動内容等の情報共有を行った。 
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2021年度 海老名市障害者支援センターあきば事業報告 

（指定管理による委託運営） 

 

１．重点目標の取り組み状況 

（1）事業の充実と運営の安定化 

・支援学校を卒業された女性１名の女性が生活介護で契約され、生活介護 51名就労継続

支援 B型 14名でスタートとしている。生活介護で契約されていた男性利用者が他事業所

の入所が決まり 8 月末で契約解除となり、3 月末の契約者数は生活介護 50 名、就労継続

支援Ｂ型 16名となる。 

・新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、9月に短期入所と日中一時を休止して

10月に日中一時は再開、短期入所は 10月末まで休止した。カフェ“はみんぐ”の営業に

ついては海老名市からの要請により 8月から 1カ月間休止して、9/13より再開している。 

・短期入所事業については、緊急的な対応が必要な短期入所については土日、休日も営業

した休日利用日数は増えたが平日の利用が主であった。休止を 1回（約 2ヶ月）実施し、

実績としては契約者数 85名（昨年+5名）、利用率 40.4％（昨年+10.4％）となった。日中

一時支援事業については契約者数 39名（昨年+7名）、利用率 47.1％（-3.5％）昨年度と

の比較では利用率は減ったが時間数が増えた。 

 ・9月に女性支援員の離職があり募集を行うが年度内の補充が叶わなかった。 

 

（2）日中活動の充実 

昨年度も利用者一人ひとりの障害、個性、趣向を尊重した日中活動の提供を行い事業

所での活動に満足感、充実感を持っていいただけるよう努めた。重心の方々の作業班に 

 車椅子から降りて横になるスペース（子上がり）を創設した。 

  自主製品の開発チームを設け新たな自主製品として利用者の描いた絵をモチーフした 

 オリジナル Tシャツを開発した。 

 

（3）職員の資質の向上 

法人の研修をはじめ、外部での研修への参加を促したが、コロナ禍の為中止になる研

修会もあった。事業所の支援に必要な機能訓練や介護技術などの専門的な技術・知識の

習得を目的とした事業所内研修を実施した。5月～9月まで陶芸の講師を招聘して支援員 

 向けの陶芸教室を実施した。 

 

（4）利用者本位の支援の強化 

 虐待防止と権利擁護の意識を高めるため、人権チェック、法人で実施した虐待研修、虐 

待についての動画視聴をしてのレポート提出研修を実施した。 

 

（5）カフェ“はみんぐ”の土曜営業実施 

 カフェ“はみんぐ”の営業を 10月から 3月まで 1（回/月）計６日実施した。 

3月の土曜営業日では、自主製品等の販売を目的にしたマルシエをあきばの駐車場敷地内 

で開催した。 
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２．利用状況 

（1）月別利用者状況 
月 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3 計 

生活介護 
在籍者数 51 51 51 51 51 50 50 50 50 50 50 50  

延べ人数 841 724 878 781 703 790 815 804 798 748 723 872 9477 

就労継続

支援Ｂ型 

在籍者数 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16 16  

延べ人数 225 214 273 242 191 219 227 206 210 200 197 243 2647 

                年間平均利用率：75%（契約者）一日平均利用者数 49.3 人 

(2)短期入所（宿泊）利用状況（2021年 4月～2022年 3月）       

契約利用者数 年間利用延宿泊日数 利用率 

 85 名（昨年+５名）  686 日（昨年+285）    40.4%（昨年+10.4％） 

 

(3)日中一時利用状況（2021年 4月～2022年 3 月）             

契約利用者数 年間利用延日数 利用率 利用時間数 

 39 人（昨年+７名）  116 日（昨年-9）    47.1％（昨年-3.5％）   449.1 時間（+52.3 時間）  

 

(4)利用者状況（2021 年度末現在）生活介護 50名、就労継続支援 B型 16名 

年齢分布 

 ～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～ 合計 

男性 1 12 12 11 3 0 39 

女性 0 9 8 3 5 2 27 

平均年齢 

男性平均 36.3 

女性平均 37.7 

障害程度区分 

区分 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 平均 

人数 0 1   9 26 15 10 4.4 

障害等級別状況 

区分 Ａ１ Ａ２ Ｂ１ Ｂ２ 

人数 28 16 9     4 

送迎サービス実績 

延利用件数  15,473 人 前年度+266   

 

３．活動内容 

新型コロナウイルス感染拡大防止の為、行事、バザー、土曜余暇、日帰り外出を中止と 

した。その他の活動では、ダンボールの組仕切り、エコキャップの色分け、チラシの袋 

入れ、タオルのたたみ、市内国分寺跡除草、綾瀬浄水場除草、DVD・CD の仕分け作業、 

アラミド繊維、手芸、陶芸、農園芸、散歩、ウオーキング、運動プログラム、カラオケ、 

絵画、入浴サービス、納品・引き取り等を提供した。事業所内行事としてクリスマスイ 

ベント、8/14に土曜半日開所、成人を祝う会、3/19マルシエを実施した。 

PTの嘱託契約が出来ず、肢体不自由者、重度心身障害者の方々へのリハビリの実施と室内運 

動プログラム等のアドバイスを受けることが出来なかった。 

４．作業会計（2021年度分） 

収入    

紙工小師  ¥204,435  農園芸 ￥76,311 
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厚木紙工  ¥74,014  手芸 ￥81,740   

たすけ愛ゆずり愛 \14,611 自動販売機 ￥22,218 

エコキャップ ¥5,261 陶芸 ￥3,100 

アラミド ￥2,684  パソコン受注 ￥147,500 

河端商店 ￥1,696 厚木 Asd、マミーズ ￥10,009 

図書取次業務 \396,000    もち米販売 ￥32,700 

アクアレイズ ￥16,306 その他 ￥13,809 

都市環境サービス ￥60,440 利子 ￥4 

はみんぐ ￥898,000 前年度繰越金 ¥44 

綾瀬浄水場除草 ￥65,120   

国分寺除草作業 \439,564   

   
 

合計  ¥2,565,566 

 

支出 
   

材料費  ¥555,009  利用者賞与     ¥932,523 

利用者給与  ¥1,071,400  銀行手数料  \6,600 

合計  ¥2,565,532 

収入  支出  次年度繰越  
 ¥2,565,566  ¥2,565,532  ¥34  

利用者平均工賃支給額（全体）2,738円／月（生活介護＋就労継続支援Ｂ型）（前年度+272円） 

4,721円／月（就労継続支援Ｂ型）（前年度+1,225円） 

５．給 食 

  給食は業務委託により提供している、利用者の食事形態等についてはその都度見直しが 

必要な際には業者に連絡し対応した。月 1回のセレクトメニューを実施した。 

６．健康管理 

看護師により 2 か月に 1 回体重測定及び血圧測定を実施、年 4 回の嘱託医検診の他、

歯科検診、胸部Ｘ線間接撮影、血液検査、尿検査等の健康診断を年 1回実施した。 

 コロナワクチン接種を海老名市の巡回接種チームに依頼して 8月に実施した。 

 2/7支援員 1名が新型コロナウイルス陽性となり濃厚接触者となった利用者 1名が陽性と 

なり 2/9まで 3日間あきばを休止した。（短期入所、日中一時も休止） 

７．防 災 

「火災」を想定した避難訓練を２回行い、防災訓練に際しては、事前、事後の職員間で

の話合いを行い、利用者のスムーズな避難ができる方法の模索を繰り返し行ってきた。ま

た、消火器の取り扱いについての体験を訓練時に行った。法人全体での通報訓練を 10月

に実施したが、風水害について未実施となった。 

 

８．苦情・要望 

苦情は７月に１件あった。苦情内容は、支援員が夜間自宅よりご家族に電話連絡した

事によりご家族の電話番号（個人情報）の管理についてのご指摘を受ける。 

  謝罪と今後の対策について回答書をお渡して納得される。 
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９．職員研修 

法人内の研修については、新型コロナウイルス感染拡大防止の為、延期や中止した

研修以外は参加を促した。外部研修については、必要最低限の研修を受講した。事業所

内研修については、事業所内の介護技術等の研修会を実施して必要な技能・知識を学

ぶ機会とした。 

2021年度外部研修参加者 

日 程 研 修 内 容 参 加 者 

7月 9 日（金） 

 

8月 13日（金） 

2月 24日（木） 

令和 3 年度神奈川県サービス管理責任者・児童発達支援管理責任者  

更新研修（対面研修） 

第 44回てんかん基礎講座(web研修)  

令和 3 年度ゲートキーパー養成講座（(web 研修) 

白石雄希 

由元勝美 

松本香 

松本香 

 

 

10. 地域との連携 

カフェ“はみんぐ”での飲食販売、市内図書館の本等の貸し出し・返却の取次業務、海老

名市農政課主催の野菜販売を継続して実施する中、地域の方々との交流を図った。 

今年度 10月～3月カフェ“はみんぐ”の土曜営業を 1回/月実施した。 

毎年実施していた自治会との共催による「陶芸教室」はコロナ禍により中止とした。 
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２０２１年度 グループホーム事業報告 

 （みずき しおん とんぼ かぶとむし はなきりん てんとうむし ほたる） 

 

１．重点目標の取り組み状況 

（1）支援体制の見直し 

ホーム毎に常勤職員をそのホーム担当として配置し、常勤職員を中心に利用者支援に

おける状況把握および支援方法の確認、その他の情報など円滑な共有を図るとともに、

常勤間の連携による協力体制が築けるよう努めたが、下半期に入りホームみずきの一部

の職員の利用者への不適切な支援が認められたことにより、対象職員を支援体制から除

いたことと、複数の職員が病気や怪我により中長期的に勤務から外れることとなった。

突如の事態とこの中に常勤職員も含まれていたことと、時期が重なったことにより年度

当初の支援体制が維持できず法人内他事業所からの応援を受ける状況まで至ることにな

った。 

（2）支援の質の向上 

  前記と関連し突如担当の常勤職員が不在となったホームにおいては、日常の生活支援 

全般の他、個々の利用者の生活状況、支援内容、情報共有や職員間の連絡調整、共用の日

用品や個々の生活用品の適時な確認や補充、ご家庭や関係機関との連携など多くの面で

課題が残った。 

 ホームみずきについては、前記の利用者への不適切な支援となった要因の一つに障害

特性への理解や本人の行動や目的などの理解が乏しかったことも上げられ、法人内の各

事業所から経験のある職員間で支援内容を定期的に検討する機会を設け、またみずきの

支援現場の勤務に入りながらみずき職員へのフィードバックを行い、支援の質の向上に

努めた。 

（3）人権意識の向上 

  コロナ禍を考慮し陽性者が増加傾向にある時期はホーム会議を中止することもあり、

会議での話し合いや確認、検討する機会が減少したことと、常勤職員も担当ホーム以外の

ホームへの出入りを必要最小限にしたこともあり、ホームは生活を送る場所であるため

必然的に密室性が高くなることと、ひとりで支援に当たる時間も多く、またホーム単位で

は特定の職員は少人数であることで、風通しが悪く客観性も乏しくなり得る環境をより

強くしたことから、不適切な支援となっている自覚の低さと不適切な支援への気付きが

遅れる結果を招いた。 

職員個々の人権意識を向上し維持し続けるための取り組みに大きな課題が残った。 

（4）入居者の定員の充足 

  当初、ホームしおんの入居定員に 1 名の欠員があったが、入居者の補充ができないま

ま、ホームとんぼで 7月から施設への移行により 1名退居となり、同ホームで 9月に 1名

と翌年 2 月に 1 名の利用者がそれぞれ病気により亡くなられたことで、全体で 4 名の欠

員となった。合わせて入居者の補充を次年度に持ち越すことになった。 
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２．利用者の状況 

 入居利用者及び職員配置   

住居の名称 定員 入居者 
世 話 人 

生活支援員 
日中活動の場 

みすき 

みずき 4 人 4 人（女） 8 人 デイ、就継 B 

しおん 4 人･体験１人 3 人（女） 3 人 民間会社、学園、就継 B 、デイ 

とんぼ 5 人 5 人（男） 6 人 就継 B、ディ 学園 

かぶとむし 9 人 9 人（男） 8 人 就継 B、民間会社、ディ 

はな 

きりん 

はなきりん 8 人 8 人（女） 9 人 民間会社、学園、デイ 

てんとうむし 9 人 9 人（男） 8 人 就継 B、学園、デイ 

ほたる 7 人 7 人（男） 7 人 民間会社、就継 B、デイ 

 新規入居者：10 名 退所者：3 人  入居前の住まい：在宅 39 人、入所施設 4 人、他ホーム 2 人 

 

障害支援区分 

 区分 1 区分 2 区分 3 区分 4 区分 5 区分 6 

みずき    ２  ２ 

しおん   １  １ １ 

とんぼ    ２ １ ２ 

かぶとむし  ２ １ ４ ２  

はなきりん  1 ３ ２ １ １ 

てんとうむし   １ ５ １ ２ 

ほたる  １ ２ ４   

 

利用実績（述利用日数） 

 年間利用日 前年比 年間利用率 

みずき 1,047 日 -88 日 71.7％ 

しおん 871 日 -392 日 59.6％ 

とんぼ 944 日 ‐526 日 51.7％ 

はなきりん 2,528 日 +203 日 86.5％ 

てんとうむし 2,486 日 ＋60 日 75.6％ 

かぶとむし 2,862 日 +7 日 87.1％ 

ほたる 1,993 日 ＋1673 日 75.6％ 

※新型コロナウイルスによる在宅支援含む  ※体験利用 しおん 0 日  契約者 18 人 

 

３．体験宿泊の受入れ 

新型コロナウイルスの流行により年間通じて体験宿泊の受入れを自粛した。 

 

４．余暇活動支援 

  新型コロナウイルスへの感染対策として、ホーム毎の外出企画等のイベントの自粛と

ともに、個別のガイドヘルプサービス利用も必要最小限にしたため、余暇支援として不充

分な結果となった。 

 

５．防 災      

ホーム毎に火災・地震を想定した避難訓練や通報訓練を実施し、災害時の対応につい

て訓練を通じて確認した。 

 


